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WB 1:500-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 43 kDa; Observed MW: 47,22 kDa
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	CASP4（カスパーゼ4）は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たします。カスパーゼは、プロドメインと大小のプロテアーゼサブユニットからなる不活性なプロ酵素として存在します。カスパーゼの活性化には、保存された内部アスパラギン酸残基におけるタンパク質分解処理が必要であり、大小のサブユニットからなるヘテロ二量体酵素が生成されます。このカスパーゼは、自身の前駆体タンパク質だけでなく、カスパーゼ1の前駆体タンパク質も切断・活性化することができます。カスパーゼ4が過剰発現すると、細胞アポトーシスが誘導されます。選択的スプライシングによって、異なるアイソフォームをコードする転写産物バリアントが生成されます。
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	Jurkatライセート中の切断型カスパーゼ4/5 p20を、カスパーゼ4/5（p20, 切断型Asp270/Asp311）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはカスパーゼ4/5（p20, 切断型Asp270/Asp311）ペプチドでブロッキングされている。

